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20　R. Dore, ‘Goodwill and the spirit of market capitalism’, British Journal of Sociology, vol. 34, no. 4, 
1983, pp. 459-482.
21　たとえば，桜井英治『贈与の歴史学─儀礼と経済のあいだ』中公新書，2011年，は非常に興味深
い事実と解釈を提供してくれる。
84
そこで最後に，21世紀アジア学部の学生のみなさんへ，国際人として社会へ巣立ってゆきたいと
思っているであろうみなさんへ，メッセージを送りたいと思います。
その第一は，国際人にとって歴史的に考えることは大事だということです。海外に出ていって仕
事をするとき，相手を知ることはとても大切です。相手を知るためにもっとも有効なのが歴史を知
ることです。中国とビジネスをするのであれば，中国人のビジネスの仕方を知らなければなりませ
んが，その深い理解に達するためには歴史的把握が欠かせないのです。
第二は，その際に，ヨーロッパ対アジアとか，近代的と前近代的とか，旧態依然の枠組に囚われ
るなというのがメッセージです。ふたたび中国を例にとりましょう。中国の経済は当然に遅れてい
るなどと思うな，ということです。今日みてきましたように，彼らの経済行動は，ある面，日本人
以上に「近代」的でしたし，またグローバル志向でした。鄧小平以後，中国はふたたびその伝統に
戻ったといえるのだとすると，このような認識からは中国が非常に違うようにみえてくるはずで
す。そういう柔軟な発想をもつ必要があるだろうというのが，二つ目です。
三つ目は，歴史が重要だということは，文化固有の問題，国民性の問題に帰着すると考えてはい
けないということです。中国人はこういう人たちだ，日本人はこういう人間だ，英国人はこういう
人種だ，こういった国民性のリストを片手に発想をするひとが多いでが，それとはちょっと違うと
思ったほうがよい。国民性をもちだすと，それは鋳型みたいなもので，ほとんど変わらないという
意識を植えつけることになります。けれども，先ほど日本について述べましたように，非常に長期
の視点でみると，日本的と思える特質もほんの数世紀の歴史しかないことがわかってきます。た
だ，その際に覚えておいていただきたいのは，歴史のなかには，たしかに一度出来上がってしまう
と，そこからなかなか抜け出せないものもあるということです。堅苦しい言葉を使うと，径路依存
があるということです。経路依存のあるところでは，制度や仕組を変えるのはたいへんです。歴史
を学ぶということは，この径路依存にかんして仕分けをすることです。変わりやすいところと，変
わりにくいところの仕分けをすることです。歴史的センスは，その仕分けに役立ちます。その仕分
けができれば，皆さんの異文化理解は格段に深まるはずです。
最後は私の個人的なメッセージになりました。これで今日の講演を終わらせていただきます。ご
清聴，どうもありがとうございました。
